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福祉委員会活動は住民のみなさんが主役です
～令和6年度事業計画～

　市内１１地区の福祉委員会で、令和６年度の新役員と年間計画が決定されました。

　①献血事業 ②独自ふれあい訪問 ③機関紙発行の３つの統一テーマ事業と ①青少年分野研

修会 ②障害者分野研修会 ③人権分野研修会 ④ボランティアスクール ⑤住民懇談会 ⑥その他

分野の研修の６つのメニュー事業を設定し、全校区で推進することとなりました。

　令和6年度の会長が決まりました。
　なお、市内11地区福祉委員会で構成さ
れている連絡会の会長は、二色校区の成
川氏、副会長は木島校区の新川氏です。

木　島　校　区

心つながる・笑顔あふれる・明るい
木島校区！
1. 地域のつながりづくりの推進
　　地域活動を通じて、ふれあい、つながりを
大切に守っていきます。

2. 活動の担い手の拡大
　　広報誌「きしま新聞」などを通じ、各組織
の支え合う活動を発信し、担い手拡大をア
ピールします。
3. 防災・減災、安全への取り組み
　　町会と連携し、災害時の課題・福祉面
での問題、登下校時の安全について考え
ます。
4. 子ども育成、高齢者対応事業の支援
　　地域の学校・園と連携し、子どもから高
齢者までが交流できる活動を支援します。

東　山　校　区

つながり深まる住みよいまち　東山
１．「地域のつながりを大切に」
　　子どもたちから大人まで楽しめるような
行事を企画し、住民同士のつながりを深め
ていく。

２．「子どもたちの安心安全なまちづくり」
　　東山子ども見守り隊を中心に、通学路等
の見守り活動を続ける。公園清掃を行い、
子どもたちが安心して楽しめる環境を維持
していく。

３．「防災」
　　各自治会と連携し、防災意識向上に努
め、災害に備える。備蓄品を強化し、結ネッ
トを使って情報発信を行う。

中　央　校　区
「子どもに夢を！」「お年寄りに希望を！」は中央校区の使命

１．小地域ネットワーク活動
　　各町会・自治会とボランティア部会による
いきいきサロンやキッズの居場所づくり、校区
独自ふれあい訪問の実施
2．地域交流活動
　　敬老演芸会の開催、カラオケのど自慢大
会・二中ふれあいフェスタへの協力

3．研修会・学習活動
　　全体会議とあわせて研修会（地域福祉・
子どもを地域で支える活動など）の開催
4．福祉委員会の組織強化等
　　各種会議等の開催、広報紙の発行、部会
活動の推進、中央小あいさつ運動、市社協
会員募集活動・愛の献血活動・募金活動
の実施

東　校　区

１．老人福祉の推進
　①小地域ネットワーク活動
　②ふれあい訪問サービス事業
　③いきいきサロン、ふれあい喫茶の開催
2．青少年育成
　①小中学校活動への参加と支援
　②登校見守り隊活動
　③青少年問題研究会の開催
3．その他の取組み
　①津田川清掃活動
　②献血活動
　③人権研修会の開催

北　校　区

知らない人がいないまち　
　　　　　知らないふりをしないまち
１．各町会主体での福祉活動の推進
　・小地域ネットワーク事業への助成金を
増額します。

　・各町会との連携を推進します。

２．ふれあいと支え合いの推進
　・各構成団体の皆さんの活躍を通じて、
　　世代を超えた人との繋がりを深めます。
　・ふれあい喫茶、友愛弁当、独自ふれあ
　　い訪問の推進をはかります。

３．人に優しい福祉のまちづくり
　・愛の献血運動、赤い羽根、歳末助け合
　い募金運動を実施します。

　・災害時に支援が必要な人の把握に努
　めます。

葛　城　校　区

１．小地域ネットワーク活動の推進
　　６町会がそれぞれ工夫を凝らし、長生会
や育成会など地域の皆様をつなぐ取り組
みを展開する。（ふれあい喫茶・ウォーキン
グ大会・花見など）

２．コミュニティスクールの充実
　　老若男女を問わず、いろんな発想をもと
に地域の豊かな人材を発掘し、学校を起
点として楽しい活動を創造していく。（映画
会・模擬店・花いっぱい運動など）

３．活発な広報活動で地域福祉活動に関心を
　　広報誌「かつらぎ」を通して、福祉活動を
知り、町民が福祉に関心を持つよう働きか
ける。

4．研修、担い手の育成
　　地域の問題点や課題を見つけ、解決に
向けて研修活動や話し合いを持ち、次世
代につながる担い手の育成に努めます。

津　田　校　区

広げよう　ひと声かけて　地域の輪
１．小地域ネットワーク活動の推進
　　各町会、いきいきサロンなどを独自の特
色で行い楽しんでもらっていますが、さらに
交流・親睦を図ります。

２．防災意識の向上
　　高齢者の増加や道路が狭いなどの校
区の実情をふまえ、防災意識向上に努め
ます。

３．子ども、高齢者を中心とする交流活動
の推進

　　校区が主催、共催及び協力者立場の各
種行事を推進します。

4．広報活動
　　年２回広報紙発行、校区活動・ＰＲ案内
パネル作成、ポスター・回覧発行します。

二　色　校　区

‘老いも若きも一緒になって’を目指して

地区福祉委員会連絡会

　個別支援のコスモス配食、グループ支援の
いきいきサロン・健康の集い、地域外支援、
研修の講演会、広報、募金活動、献血推進、
第３回のパークタウンウォークラリー開催など
定例活動への内容充実に努めます。また福
祉委員の高齢化対策にも取り組みます。
　本年度から登校時見まもり活動に二色学
園PTAからの参加があり現役世代の皆さん
との新たな交流の場になることを願っています。

永　寿　校　区

みんなの力でふるさと創造
1. 学校や保育園と地域・家庭が協力した
取り組みを

　　  見守り隊活動や公園の花植えなど、学
校や保育園と地域が連携し、子どもたち
が健やかに育つ環境づくりに努めます。

2. 住民同士のつながりを維持
　①地域内の菜園を活用し、地域住民や
児童とのふれあいと交流を図ります。

　②ノルディックウォーキングをはじめ、地域
の清掃・美化活動等を通じて、健康
維持や災害時にも助け合える顔の見
える関係づくりに努めます。

3. 見守り・安否確認の取り組みを充実
　　  見守り訪問活動を充実し、住民の孤立
防止に向けた安心・安全な地域づくりに
取り組みます。
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辻ノ　 孝 宏
田 中 　 　 学
実 森 　 武 彦
畑 中 　 欽 也
千 鳥 　 貴 史
真 利 　 一 朗
新 川 　 秀 彦
文 野 　 春 美
藪 　 誠 二 郎
成 川 　 幸 子
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子どもから高齢者まで楽しめる福祉フェアを開催（木島校区）

4年ぶりに敬老慰安演芸会を開催（中央校区）

西　校　区
「あいさつで つなごうよ 地域の輪」
　地域住民の福祉を積極的に増進するた
め、関係各団体との連携を強め、感染症等に
さらに留意し高齢者、児童など支援を必要と
する人 に々寄り添い、声かけ・見守り活動を
推進し安心して暮らせる校区を目指します。
1. 安心・安全なまちづくり
　住んで良かったと思える校区を目指します。
2. 声かけ・見守り活動の推進
　高齢者や児童などに対する声かけ・見守
りを推進します。
3. 関係団体との連携を強化
　貝塚市や社協、学校・園、PTA、町会、老
人会等関係各団体との連携を強化します。

4. 防災意識の向上
　災害時にも、支えあえる環境を作ります。

子ども絵画コンクールで毎月発行の「福祉だより」を掲示（西校区）

「子どもたちを本好きに」かつらぎ文庫手作り本棚（葛城校区）

安心・安全な地域づくりのために見守り訪問（永寿校区）

南　校　区
みんなでつながる地域の輪
１．高齢者に対する福祉の推進事業
　敬老慰安演芸会の開催（10月）
　校区独自ふれあい訪問の実施
　グラウンドゴルフ大会の開催（11月）
２．交通事故防止運動
　春・秋の交通安全運動への参加
　児童生徒の登下校見守り活動
３．その他の事業
　献血事業（7月20日・3月15日）
　「南校区福祉だより」の発行（8月・1月）
　共同募金活動（10月）
　歳末たすけあい募金活動（12月）

地域献血受付風景（南校区）

自然いっぱいの校区の魅力を生かし、
住民が日々、笑顔で安心して暮らせる
福祉の行き届いた街づくり
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